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似は非常によく用いられている ｡ この模型に対するハミル トニアンは次のように与えら
れる.





































vk(t) - Vku代 )∫A(川 …TEkfvkf26(∈-Ek)】≡ △･ (5)
で は.次の ような表式に得 られ,












u ･t , -lH ,i : ･ ･7,



















凱 tI ･ 4m(t ) ･ 4(,一昔)孤(t)-書(2-e-t),●





















語 ;i I:dt,琴 u sin(Eot,,-2Ⅹ
Xo(t) =no(t)-no(co)･
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∩図 1
2つの実技は,それぞれupスピンと
downスピンの電子の占有数に対応してい
ち.
lnfmI
図2
実技は, (8)を数値計算した結果であり･
点線は, (10)を解いた括黒である ｡
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図3 (a)
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図3 (b)
実謀は数値計算の結果により,点操は (14)による｡ (a)には,一部部分を
拡大したものを示した｡
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